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東
大
阪
橋
梁
維
持
管
理
研

究
会
は
東
大
阪
市
を
は
じ
め

京
阪
神
地
域
に
本
社
を
置
く

中
堅

。
中
小
２３
社
が
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
橋
梁
の
保

守
業
務
に
役
立
つ
製
品
の
開

発
に
あ
た
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

径
１６

リミ
済
の
鋼
製
ネ
ジ

「
ス

レ
ッ
ド
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ク
リ

ュ
ー

（
Ｔ
Ｒ
Ｓ
）
」
。
道
路

橋
の
舗
装
の
下
に
あ
る
鋼
床

版
に
生
じ
た
老
朽
亀
裂
を
補

修
す
る
当
て
板
を
締
結
す
る

部
材
だ
。
ナ

ッ
ト
が
い
ら

梁
メ
ー
カ
ー
が
提
供
し
た
試

験
片
を
使
い
、
亀
裂
発
生
か

ら
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
補
修
施

工
、
施
工
後
に
せ
ん
断
強
度

な
ど
を
調
べ
た
。
同
研
究
会

リ
ー
ダ
ー
で
、
研
究
室
学
生

ら
と
実
験
し
た
坂
野
昌
弘
関

西
大
環
境
都
市
工
学
部
教
授

は

「太
鼓
判
を
押
せ
る
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
た
」
と
話
す
。

坂
野
教
授
は
鋼
構
造
や
橋

梁
工
学
の
専
門
家
で
橋
な
ど

の
疲
労
問
題
に
詳
し
い
。
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
会
社

（
本
四
高
速
、
神
戸
市
中
央

区
）
な
ど
で
技
術
委
員
会
に

参
画
し
、
橋
梁
の
現
場
の
土

地
勘
が
豊
富
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
も

「あ
そ
こ
で
使
え
そ
う
だ
な

と
い
う
場
所
が
頭
の
中
に
あ

る
」

（
坂
野
教
授
）
。
こ
れ

ま
で
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
建
築
分
野
な

ど
で
・２
が
研
径
ま
で
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、
橋
梁
で
使
う

・６

リミ
肝
径
は
実
需
の
見
極
め

が
つ
か
ず
に
い
た
と
い
う
。

研
究
会
の
活
動
を
契
機
に
、

本
四
高
速
が
採
用
に
関
心
を

示
し
、
今
回
の
試
作

・
テ
ス

ト
が
実
現
し
た
。

成
果
を
も
と
に
坂
野
教
授

と
本
四
高
速
が
共
同
で
工
法

関
西
大
学
、
近
畿
大
学
と
、
大
阪
府
東
大
阪
市
な
ど
の
中
堅

・
中
小
企
業
が

「
東
大

阪
橋

梁
維
持
管
理
研
究
会
」
を
作
り
、
２
０
１
４
年
１
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
。
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
保
守
管
理
が
社
会
課
題
と
さ
れ
る
中
で
、
市
町
村
が
管
理
す
る
中

・
小

規
模
の
橋
梁
は
地
域
企
業
の
出
番
と
見
て
、

「
モ
ノ
づ
く
り
の
街

・
東
大
阪
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
取
り
組
む
。
成
果
と
言
え
る
も
の
が
さ
っ
そ
く
生
ま
れ
、
今
後
の
弾
み
が
期

待
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
大
阪
支
局
長

・
佐
々
木
信
雄
）

東
大
阪
橋
梁
維
持
管
理
研
究
会

ず
、
下
穴
に
ね
じ
込
ん
で
塑

性
変
形
、
弾
性
変
形
し
て
強

く
締
結
す
る
。
道
路
橋
の
下

面
側
の
み
の
施
工
で
済
み
、

上
面
道
路
を
通
行
止
め
す
る

こ
と
な
く
、
比
較
的
簡
単
に

補
修
で
き
る
。

大
阪
府
吹
田
市
に
あ
る
関

西
大
学
内
の
実
験
場
で
、
橋

東
大
阪
橋
梁
維
持
管
理
研
　
の
手
応
え
な
ど
を
聞
い
た
。

け
」
”
］
釧
”
街
』
』
酔
泄
申
　
う
見
御
は
部
¨
姉
暢
性
を
ど

「鋼
床
版
の
亀
裂

の
補
修
工
法
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
課
題
が
あ
る
。

こ
の
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
機
械

式
で
や
り
直
し
も
き

く
。
現
場
施
工
は
ビ

ー
ド

（溶
接
痕
）
を

少
し
削
る
前
処
理
で

品
、
鉄
道
構
造
物
の
支
承
部

材
な
ど
を
製
造
販
売
す
る
中

小
企
業
。
本
社
工
場
で
は
熱

間
鍛
造
プ
レ
ス
に
よ
り
太
径

ボ
ル
ト
を
生
産
し
て
い
る
。

か
も
し
れ
な
い
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
　
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
接
触
し
、
同
　
　
同
社
は
左
官
・防
水
・塗
装

め
ど
が
つ
き
、
他
の
開
発
に
　
研
究
会
に
加
わ

っ
た
。
今
回
　
工
事
な
ど
で
使
う
道
具

・
機

力
を
入
れ
る
。
運
営
は
人
材
　
の
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
国
の
補
助
金
を
　
械
を
自
社
製
造
品
を
含
め
販

育
成
、
人
脈
づ
く
り
、
仕
事
　
活
用
し
て
開
発
し
て
お
り
、
　

売
し
て
い
る
。
研
究
会
と
の

と
し
て
の
利
益
確
保
な
ど
、
　

そ
の
幹
事
会
社
を
務
め
て
い
　
渉
外
担
当
と
し
て
参
画
す
る

「
工
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
関
　
許
を
個
々
の
各
社
で
と
る
。

西
大
と
本
州
四
国
連
絡
高
速
　
今
回
の
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
１５
年
度
中

東
大
阪
橋
梁
維
持
管

理
研
究
会
り
―
ダ
ー

関

西
大
学
環
境
都
市

工
学
部
教
授

重弘

坂
野

日
日

眸
【
　

市
町
村
つ
橋
で
磁
実

‐
際
は
掃

　

‐
を
一
に
１
、
２
個
や
り
た
　
社
長
は
期
待
を
示
す
。

い
か
け

て
い
き
た

い
」
と
話

‐
．
　

除
機

の
方
が
関
心
を
集
め
る
　

い
」
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

友
定
建
機

（
東
大
阪
市

）

す
。
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が
結
構
使
え
る
と
評
判
に
な
　
い
ろ
い
ろ
と
助
言
を
も
ら

っ
　
る
。
本
社
工
場
で
は
鍛
造
機
　
同
社
の
井
上
賢
二
営
業
部
課

る
と
、
広
が
る
だ
ろ
う
」
　
　
て
進
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
　
を
更
新
す
る
計
画
が
あ
り
、
　

長
代
理
は

「
現
場
の
掃
除
機

―
研
究
会
の
展
望
は
。
　
　
よ
う
に
使

・って
く
れ
る
現
場
　
Ｔ
Ｒ
Ｓ
量
産

へ
の
活
用
も
検
　
は
こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
、
今

「鋼
床
版
問
題
が
切
実
な
　
を
見
つ
け
、
補
助
金
の
獲
　
討
中
。

「ま
ず
は
年
２
万
本
　
の
段
階
は
き

っ
か
け
づ
く

の
で
Ｔ
Ｒ
Ｓ
を
先
行
し
た
。
　

得
、
実
際
に
試
作
と
い
う
形
　
程
度
が
目
標
」
と
豊
田
裕
司
　
り
。
こ
れ
か
ら
の
変
化
を
追

も
有
望
視
す
る
。
　
　
　
　
　
授
が
呼
び
か
け
人
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ

同
研
究
会
は
中
小
企
業
の
　
の
ほ
か
掃
除
機
、
目
視
カ
メ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
豊
富
　
ラ
な
ど
の
開
発
に
も
取
り
組

な
大
西
正
曹
関
西
大
名
誉
教
　
ん
で
い
る
。

０
●
鋼
床
版
の
試
験
片
に
よ

る
疲
労
試
験

（関
西
大
の
実

験
場
）

は
橋
梁
の
現
場
掃
除
機
の
開

発
グ
ル
ー
プ
で
活
動
中
。
市

販
モ
ー
タ
ー
を
使
い
、
掃
除

機
吸
い
口
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
形
状
に
工
夫
を
凝
ら
す
。

橋
梁
の
現
場
に
付
い
た
砂
や

ガ
ス

・
水
道
管
の
更
新
分
野
　
ゴ
ミ
の
除
去
は
、
現
状
は
簡

な
ど
新
た
な
展
開
も
探
っ
て
　
単
な
ホ
ウ
キ
、
チ
リ
ト
リ
で

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
ま
せ
る
、
つ
い
で
の
作
業

・４
年
３
月
に
東
大
阪
市
内
　
と
い
う
。

「
便
利
な
道
具
が

で
開
か
れ
た
企
業
交
流
会
に
　
で
き
た
ら
需
要
は
意
外
に
あ

参
加
し
て
関
西
大
の
コ
ー
デ
　
る
」

（坂
野
教
授
）
。

鋼
製
ネ
ジ
本
四
高
速
が
採
用

眈舒軋礫賣

と
し
て
特
許
出
願
。
１５
年
度
　
す
る
条
件
が
整
う
。

「
土
木

中
に
本
四
高
速
が
自
社
の

一　

分
野
は
普
及
に
若
干
時
間
が

部
現
場
で
用
い
る
計
画
。
結
　
か
か
る
が
、
こ
れ
は
伸
び
て

果
が
順
調
な
ら
ば
広
く
採
用
　
い
く
と
思
う
」
と
坂
野
教
授

TRS量 産検討
△巴製作所 友定建機▼

現場掃除機開発

巴
製
作
所

（
兵
庫
県
尼
崎

市
）
は
水
道
管
の
継
ぎ
手
部

作
業
は
楽
」
　
　
　
　
　
　
　
道
路
で
大
元
に
な
る
特
許
を
　
に
本
四
高
速
の
長
大
橋
で
補

―
事
業
化
に
向
け
て
は
。
　

と
り
、
治
具
な
ど
細
部
の
特
　
修
に
使
わ
れ
る
予
定
。
そ
れ

人
脈
づ
く
り
・利
益
確
保
進
め
る


